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平成 27 年度の山部会の活動進捗報告 

 

1． 山部会の目標とテーマ 

山部会の 3ヶ年（平成 25～27 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 

第 24 回ＷＧ 

（豊田）17名参加 

5 月 15 日（金）～ 

16 日（土） 

13:30-17:00 

・豊田市森林組合新庁舎 第２第３会議室 

第 25 回ＷＧ 

（根羽）13名参加 

6 月 11 日（木） 

13:30-16:30 

・根羽村老人福祉施設しゃくなげホール 

第 26 回ＷＧ 

（恵那）13名参加 

7 月 24 日（金）～ 

25 日（土） 

13:00-16:00 

・奥矢作レクリエーションセンター（大会議室） 

第 27 回ＷＧ 

（岡崎）16名参加 

8 月 21 日（金） 

14:00-17:30 

・岡崎市ぬかた会館（２階２～３会議室） 

第 28 回山海合同ＷＧ 

（東幡豆）28 名参加 

9 月 25 日（金）～ 

26 日（土） 

・東幡豆漁業組合（会議室） 

第 29 回ＷＧ 

（岡崎）28名参加 

10 月 16 日（金）～ 

17 日（土） 

・岡崎市ぬかた会館（２階２～３会議室）ほか 

第 30 回ＷＧ 

（恵那）19名参加 

11 月 27 日（金） 

14:00-17:10 

・上矢作林業センター（大会議室） 

第 31 回ＷＧ 

（豊田）18名参加 

12 月 21 日（金） 

13:00-16:00 

・豊田市職員会館 2F 第１会議室 

※参加人数は事務局含む 

（3ヶ年の目標） 

●ＷＧの中で山村再生担い手づくり事例集の作成を行い、作成を通じて得られた人のつながりを 

活かした山村再生に向けた活動を山部会構成メンバーが行っていく 

●ＷＧの中で森づくりガイドラインの策定とモデル林によるモニタリングの試行的実施を行う 

●ＷＧの中で、木づかいガイドラインの策定を行い、ガイドラインを活用した木づかいの取組み

を山部会構成メンバーで実行 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

山村再生担い手づくり事例集 

木づかいガイドライン 

森林の適切な管理は山村再生が重要。先ずは人づくりに取り組む。 

流域圏として統一性のある森林管理を行うためのガイドラインを作る。 

矢作川の森の恵みが中下流・海まで届くガイドラインを作る。 

森づくりガイドライン 

山村ミーティング 山村再生を支援する取組みへの参加・情報共有を行う。 
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3． 各テーマの活動進捗 

テ
ー
マ 

内容 活動日程・概要 進捗 

山
村
再
生
担
い
手
づ
く
り
事
例
集 

森林の適切な

管理は山村の

再生が重要。そ

のため、先ずは

人づくりに取

り組む。 

・ 第 24 回 WG 

⇒過年度の成果と今年度の予定 

・ 第 25 回 WG～第 27 回 WG 

⇒流域マップの作成確認と取材先 

 の検討 

・ 第 28 回 WG 

⇒取材先の決定共有・取材者の募集

・ 第 29 回 WG 

⇒取材先と取材者の決定共有 

・ 第 30 回 WG～第 31 回 WG 

⇒進捗報告 

・ 取材先として、山・海の生業だけで

なく、文化的な担い手（例 日近太鼓

など）も対象に広げた。 

・専門学校の授業に事例集を取り入れ

て実習を行うなど、事例集の活用が

みられた。 

・過年度に続き山・川・海の部会員と

 連携した取材・編集を行っている。

・今年度が 3 年目の完結の年であり山

村再生担い手づくり事例集(vol.3)

を成果とする。 

・取材先を地図に示す作業を行った。

山
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

山村再生を支

援する取組み

への参加・情報

共有を行う。 

・ 第 24 回 WG 

⇒イベントの対象について確認 

・ 第 25 回 WG～第 31 回 WG 

⇒山川海の流域ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの目的、素

人山主とプロの誘い方等課題を

共有 

・北海道のきこり祭りなど、事例を共

有した。 

・きこり祭りに対象を絞るのは、矢作

川流域圏の規模等から難しいことが

話し合われた。 

・山・川・海の WG を越えた流域のﾌｪｽﾃ

ｨﾊﾞﾙを行う必要性を共有した。 

・具体的な活動時期や活動内容は決ま

っていない。 

森
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

流域圏として

統一性のある

森林管理を行

うためのガイ

ドラインを作

る。 

・ 第 24 回 WG 

⇒豊田市の森づくりの事例 

・ 第 25 回 WG～26 回 WG 

⇒流域の森づくりに関する事例収

集、近自然森づくりの情報共有 

・ 第 27 回 WG～第 28 回 WG 

⇒岡崎市・流域の森づくりの事例 

・ 第 29 回 WG～31 回 WG 

⇒流域の間伐面積と森づくりに関

する事例紹介 

・矢作川流域圏の森づくりや間伐の実

績について、情報収集と意見交換を

行った。 

・額田木の駅の稼働状況について情報

共有を行った。 

・矢作川流域の特徴的な森林および巨

木・並木について、WG で選定をおこ

なっている。 

・近自然森づくりについて、荒山林業

を視察するとともに、矢作川流域圏

への試験導入の可能性について検討

している。 

木
づ
か
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

矢作川の森の

恵 み が 中 下

流・海まで届く

ガイドライン

を作る。 

・ 第 24 回 WG 

⇒昨年度の成果と今年度の予定 

・ 第 25 回 WG 

⇒木のある暮らしを推奨するため

の「動く木のおもちゃ 23 種」と「流

域ものさし」の紹介と活用について

の意見交換 

・ 第 26 回 WG～30 回 WG 

⇒根羽村森林組合が主となって行

う木づかいライブ・スギダラキャラ

バンにおける意見交換 

・木づかいガイドラインは、根羽村森

林組合がまとめ役となり情報収集を

進めている。 

・木づかいライブ・スギダラキャラバ

ンは名古屋市、安城市、豊田市等の

啓発活動において、市民に好評を得

たことが周知された。 

・流域ものさし、どこでもシリーズに

ついては、WG の意見を聞きながら製

作を進めている。 

・小学生が自転車で源流から河口を走

破した記録が報告され、流域の小学

生を対象としたイベントを検討して

いる。 
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3.1  山村再生担い手づくり事例集 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

①取材対象の拡大 

◆今年度は、平成 25 年度、26 年度の手法（農村や海の担い手を対象とする）に加え天下杉、農村舞台

アートプロジェクト、足助聞き書き隊といった文化的な担い手も対象とし、それらを含む合計 22 団体

を取材した。 
 

〈長野県〉：2団体 

 ・飯伊森林組合平谷事業所（平谷村） ・天下杉（根羽村） 

〈岐阜県〉：1団体 

 ・夕立山森林塾（恵那市山岡町） 

〈愛知県〉：19 団体 

 ・野外保育園とよた森のようちえん 森のたまご（旧豊田市） ・農村舞台アートプロジェクト（旧豊田市） 

・稲武山里体験推進協議会（どんぐり工房）（豊田市稲武地区） ・ファーストハンド（豊田市稲武地区） 

・老人福祉センターぬくもりの里（豊田市旭地区） ・有間竹林愛護会（豊田市旭地区）  

・あさひ森の健康診断（豊田市旭地区） ・あさひ薪づくり研究会（豊田市旭地区） 

・おいでん・さんそんセンター（豊田市足助地区） ・あすけ聞き書き隊（豊田市足助地区）  

・山里センチメンツ（豊田市足助地区） ・しもやま再来るプロジェクト（豊田市下山地区）  

・コレカラ商店（豊田市小原地区） ・鳥川ホテル保存会（岡崎市額田地区）  

・額田木の駅プロジェクト（岡崎市額田地区） ・日近太鼓（岡崎市額田地区）  

・蒲郡市漁場環境保全協議会（蒲郡市） ・島を美しくする会（西尾市） 

 

 

◆文化的な団体は、それ自体が生業ではないが、地域の活性化・住民のモチベーションの向上にとっ

て重要な役割を担っていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
天下杉による福祉施設での慰問の様子（下伊那郡売木村）    日近太鼓が主催する太鼓ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの様子（岡崎市桜形町） 

 

②活動の成果 

◆取材者と取材先との新たな人間関係が、クラウドファンディングによる林道整備に展開した。 

◆過去の取材者が取材先になるなど、事例集に関わるヒトの繋がりがさらに深まった。 

◆大学の講義（体験実習）に山村担い手づくり事例集が活用された。 

◆取材先の活動場所について、マップの作成を行った（次頁参照）。 

 



 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 山村再生担い手づくり事例集マップ（仮称）の概要（作成中） 
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（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○山村再生担い手づくり事例集の活用や市民への普及。 

○山村再生担い手づくり事例集の効果の検証。 

 

 

【活動方針案】 

2013、2014 年度に引き続き、事例集の作成を行う。川や海の活動団体も取材対象とする。

3ヶ年の取材団体を地域や活動の種類によって検索し、取材内容を閲覧することができる地

図を作成し、ホームページに掲載する。 

≪進捗状況≫ 

今年度は新たに 22 団体の取材先が選定された。山以外の活動団体を取材対象とすること

に加え、和太鼓や慰問活動といった文化的役割をもつ団体も取材対象に加えた。現在、事例

集のとりまとめを行っており、同時に取材団体を地図上に示すマップを作成している。今年

度中に、インターネット上で閲覧可能な資料とするよう作業を進めている。 
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3.2  山村ミーティング 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

①矢作川きこり祭り（仮称）を実施する上での課題 

◆中川町では第 2回きこり祭りが行われ、矢作川流域圏が目指すイベント像を周知・検討した。 

◆流域全体では林業従事者が多すぎて募集のかけ方が難しい。 

◆ベテランと若者では価値観が異なることや肉体労働に追われるため、イベントの計画に充てる時間

がない。 

◆林業を生業としない森林ボランティアは、楽しく作業をすることや汗をかくことにやり甲斐を感じ

る人もいる。この点では、林業従事者とは価値観を共有できない可能性がある。 

 

②活動の成果 

◆きこり祭りに代わる、流域に関わるイベントを模索している。例えば、山村再生担い手づくり事例

集に関わった人々でつくる流域（山村）文化祭の実施や山村と漁村の子どもたちの交換留学などと

連携する意見が出された。 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○対象を林業関係者に絞らず、山・川・海の市民に拡大し、流域フェスティバルや流域（山村）文化祭

（仮称）と連携したり、流域の子どもたちの交流イベントを企画したり、きこり祭りに代わるイベン

トを考える必要がある。 

【活動方針案】 

根羽、恵那、豊田、額田で稼働する木の駅と連携しながら、新たに「矢作川きこり祭り（仮

称）」の準備に入る。長老によるベテランの技、I ターンによる若者のパワー、森林ボラン

ティアの心意気を思う存分発揮できる「お祭り」で、流域のきこりが集い、汗を流し、杯を

酌み交わし、語り合う場づくりにする。 

≪進捗状況≫  

関係者および WG でイベント開催に向けた課題を検討した。そのうえで、きこり祭りに代

わるイベントを模索している。 
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3.3  森づくりガイドライン 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

①情報収集 
◆森づくりに関する事例収集のため、中部森林管理局をはじめ流域圏市町村に情報提供を依頼した。 

◆川や海に配慮した木材生産を目指すモデル林の設定に向け、情報収集を行った。 
 

②活動の成果 
◆中部森林管理局、愛知県、岐阜県、長野県、平谷村長、根羽村長、恵那市長、豊田市長、岡崎市長、

西尾市長、安城市長、幸田町長、碧南市長より回答が得られた。 

◆流域市村における間伐面積においては、2010

年度以降減少がみられ、2014 年度には 2010

年度の半程度に減少した（右図）。 

◆特徴的な森づくり等の事例では、長野県下伊

那地方事務所、恵那市、安城市より情報提供

があったが、流域圏には他にも特徴的な森林

等はあるものと推察される。そこで、WGにお

いても部会員の情報提供を募ることにした。

マップにこれらの地点を配置すると、特徴的

な森は山間部のみでなく、平野部にも分布し

ている（下図）。 

◆岡崎市では国の水循環基本法の成立に先立

って「岡崎市水を守り育む条例」が制定され

ており、その諮問機関として水循環推進協議

会が設置されるなど、森林の水源涵養機能を

評価するうえで、国の先進事例を学んだ。 

図 矢作川流域に特徴的な森林と巨木・並木の地点図 

図 流域市村の間伐実績の推移 
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◆欧州型近自然森づくりの導入を検討するために、日本で最も近いと評価された「荒山林業」の視察

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  荒山林業所有林にて説明を受ける部会員      97 年生のカラマツと広葉樹の混交林 

 

（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○森づくりに関する事例については、今後も新たな情報を構築する必要がある。 

○構築したデータについては、インターネット上で公表するが、周知の手法を検討する必要がある。 

○川や海に配慮した木材生産を目指すモデル林を WG で検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

【活動方針案 1】 

流域圏の森の統計的情報、代表的、特徴的な森や樹木のリストを地図上に示した資料を作

成し、森づくりにおける現状と課題、解決手法を川部会、海部会へ説明し、理解していただ

くための基礎資料とすると同時に、森林所有者、行政、森林組合、市民の情報共有のため活

用していただく。 

≪進捗状況≫ 

森づくりに関する事例等の提供依頼を中部森林管理局、流域県市町村に行い、回答を得た。

代表的な森や樹木の情報については、想定していた数量は集まらなかったため、さらに情報

提供を募ることとした。現在、情報収集と地図上へのプロットがおおよそ終わった状況であ

る。 

【活動方針案 2】 

今後、矢作川流域圏の川や海に配慮した木材生産を目指すモデル林、スギ・ヒノキ人工林を

針広混交林や広葉樹へ転換していくモデル林、森林の水源涵養機能を科学的に明らかにする

ことを目指した試験林等について、地域の 4地区にそれぞれ設定していくことを検討する。

≪進捗状況≫ 

WG では近自然森づくりについて意見交換を行い、実際に荒山林業の施業手法を視察した。

しかし、導入の可能性を議論する段階であり、具体的なモデル林の設定には至っていない。
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3.4  木づかいガイドライン 

（1） 今年度の活動より分かったこと 

①情報収集 

◆根羽村森林組合がまとめ役となり、流域圏への木づかい推進を行った。 

 

②活動の成果 

◆木づかいライブ・スギダラキャラバンについては、動く木のおもちゃを WG で体験し、それぞれにつ

いて評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動くおもちゃを体験し評価を行う部会員 

 

◆根羽村では、小学生が源流から河口まで自転車で走破したことが周知された。WG では、下流の小学

生を対象に流域を自転車で下るイベントを実施してみてはどうかとの意見が出た。山村再生担い手

づくり事例集の活用も含んだこの企画は、今後 WG で試験的に行い、本格的に導入する予定である。 

◆流域ものさしの作成においては、WG の中より木材の提供の

申し出があったほか、用いる樹種についての意見交換が行

われた。また、製作に関しては、山村再生担い手づくり事

例集で取材を行ったファーストハンド等に依頼するなど、

活動で築かれた関係を活用する意見がでた。 

◆安城市や豊田市の木づかい推進においては、動く木のおも

ちゃが高く評価され、安城市ではカーボンオフセットの活

用した市内全域への拡大が予定されている。また、豊田市

では殺風景な空間にプレイスメイキングを行うことで集

客力が大幅にアップしたことが WG で周知された。 

◆どこでもシリーズに代表される「どこでも根羽スギ物置」

においては、一般市民に好評であったことが周知され、販売後のアフターケアの必要性が話し合わ

れた。 

◆中房温泉に建設された根羽スギによる家族風呂は、WG で見学を行い流域材の活用事例を学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

根羽村のスギ材を用いて建設された「根羽の湯」（中房温泉） 

写真 流域ものさし（試作品） 
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（2） 今年度の活動方針に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 今後の課題 

○今後の WG での展開方法、役割分担をどうしていくかを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

【活動方針案 1】 

平成 26 年度に作成した提案型「木づかいガイドライン さあ～しよう」の原案を基本に、

各提案項目について提案が可能なものから順次提案者へ原稿を依頼して作成業務を行う。 

【活動方針 2】 

「木づかいガイドライン」は、こうした方法で順次提案者に作成依頼を図りながら、その内

容を増やしていく。 

【活動方針 3】 

  並行して開催する「木づかいライブ・スギダラキャラバン」は、「木づかい」推進のリー

ダー役を務める根羽村森林組合がまとめ役となって、里山市民グループ・地元工務店、地域

の団体等と連携しながら、地域内のイベントとジョイントを図り、地域に活力を生み出す元

気な人の輪を育成する。 

【活動方針 4】 

 「木づかいライブ・スギダラキャラバン」の開催を通して、「森づくりガイドライン・木づ

かいガイドライン」等の森づくりと木づかい情報を発信して、矢作川流域の森林資源・木づ

かい推進活動を紹介しながら、森や木づかいのファンを増やしていく。 

【活動方針 5】 

同時に、木育アイテムや「どこでもシリーズ」等スギダラ商品の開発を図りながら、矢作

の流域材を活用した楽しい「木のある暮らし」を広く市民に提供して、その普及と定着を図

る。 

【活動方針 6】 

こうした楽しい「木のある暮らし」の普及を基本として、市民自らのアイデアと行動身近

なあらゆる生活空間をスギダラケにする市民活動を生み出し、「人生を楽しみ愛する家族と

共に幸せに暮らす。森や木とそれぞれを育む矢作川の流れと共に生きるライススタイル 矢

作川ディズ」を確立する。 

≪進捗状況≫ 

根羽村森林組合がまとめ役となって、情報収集を進めている。木づかいライブ・スギダラ

キャラバンについては、名古屋市・安城市・豊田市において情報を発信した。名古屋市では

メッセナゴヤ 2015 において、どこでもシリーズ「根羽物置」の展示を行い、購入希望者が

出るなど木づかい推進に取り組んだ。安城市や豊田市においては「動く木のおもちゃ」を市

民に実体験してもらい、流域材を使った遊び場を提供した。特に、「あそべるとよた DAYS」

においては、木づかいによるプレイスメイキングを行うことで集客力アップが実証された。

現在、流域ものさしの作成に向けた、木材の確保およびデザイン・製作手法について検討

を行っている。 
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今後の山部会の活動方針 

1． 懇談会の活動経緯と運営方針について 

1.1  懇談会の活動経緯について 

（1） 懇談会の目的 

 

 

（2） 懇談会の運営方針 

 

 

 

1.2  山部会の 3ヶ年（平成 25年度～平成 27年度）の活動成果と課題 

 

 

●矢作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る 

●流域圏一体化の取り組み及び矢作川の河川整備に関わる情報共有・意見交換を図る 

●懇談会は、3年に 1サイクルで総括を行いながら運営 

●来年度からは、3サイクル目の「課題解決に向けた取り組み実行（実証）」へシフト 

・山村再生担い手づくり事例集は、3ヶ年で 64 団体となり、山・川・海の部会員の取材を通してと

りまとめられた。過去の取材者が取材される立場になったり、取材者と取材先が新たなイベント

を開催したり、事例集によって専門学校の実習が行われたり、事例集の作成によって新たな動き

が展開している。 

⇒⇒⇒（課題）構築された人間関係を維持・発展させる場が必要 

・山村ミーティングは、関係者や WG 内でイベントの必要性について共有し、全国の事例を確認した。し

かし、参加促進の難しさから、具体的な計画には至らなかった。 

⇒⇒⇒（課題）目的や手法を変えたイベントの考案が必要 

・木づかいガイドラインは、流域の森づくりの事例収集が行われ、現状と課題について明らかになった。

矢作川流域の特徴的な森林と巨木・並木についても、地図上に位置が落され見える化が進んでいる。一

方で、矢作川流域の川や海に配慮した木材生産が行えるモデル林の設定には至っていない。 

⇒⇒⇒（課題）モデル林の設定に向けた事例の収集とWGにおける検討が必要 

・木づかいガイドラインでは、活動を通じて「日本全国スギダラケ倶楽部矢作川流域支部」が結成され、

木づかいライブ・スギダラキャラバンが開催されている。その中には、「流域ものさし」の作成、根羽

スギを使った「どこでもシリーズ」が含まれており、「どこでもシリーズ」は、流域の市町村で大きな

反響と実績を残している。 

⇒⇒⇒（課題）今後のWGへの展開・役割分担が課題 
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2． 部会の今後の 3ヶ年の目標 

活動にあたっては、「矢作川水系河川整備計画」に基づき、調和のとれた矢作川流域圏の実現に向け、

学識者、関係団体、関係行政機関がそれぞれの役割について認識を持ち、互いに連携して諸課題の解決

に取り組むこととする。 

今年度の活動における課題や意見から、今後 3ケ年の目標を以下とする（一部例示）。 

 

 

 

 

 

 

3． テーマ別の活動目標（一部例示） 

3.1  山村再生担い手づくり事例集 

 

 

 

 

 

3.2  山村ミーティング 

 

 

 

 

 

3.3  森づくりガイドライン 

 

 

 

 

 

3.4  木づかいガイドライン 

 

 

 

 

 

●実行（実証）及び取組み調整、情報の DB 化・DB を活用した連携強化 

 

● 

 

● 

 

● 

《H28》3冊の事例集をインターネット上に公開する。  

 

《H29》  

 

《H30》  

《H28》  

 

《H29》  

 

《H30》  

《H28》  

 

《H29》  

 

《H30》  

《H28》  

 

《H29》  

 

《H30》  


